
関東甲信越歯科医療管理学会２０２３年度総会・第２９回学術大会 

一般口演演題募集のご案内 

関東甲信越歯科医療管理学会 会長 大金 誠 
第２９回学術大会 大会長 林 昌二 

 
 今般、下記の要領にて関東甲信越歯科医療管理学会 2023 年度総会・第 2９回学術大会を
開催する運びとなりました。下記の通り一般口演の演題を募集しますので、ご参加をお待ち
しております。日常臨床に役立つヒント、コミュニケーション、歯科医療の安全・安心・信
頼に効果的な手法等、歯科医療管理に関わる内容は勿論、多岐にわたる演題を募集致します。 
 

                  記 

メインテーマ： 「健康寿命の延伸と生活の質の向上を考える」 
～患者さんのケアをどうするか～ 

会 期 ： 2023 年 11 月 12 日 (日) 9 時から１６時まで 
会 場 ： 神奈川歯科大学 横浜クリニック ７階会議室（JR 横浜駅北口５分） 
大会長 ： 林 昌二 
参加登録料：会員(\5,000) 歯科衛生士・歯科技工士（￥3,000）WEB 参加（￥5,000） 
一般口演のお申し込み、お問い合わせは大会事務局までご連絡下さい。 
 
一般口演募集申込み要領 
１．資格 
  演者は原則日本歯科医療管理学会会員であり、学会会費を本年度まで納入されている

こと。または共同演者が会員であり大会実行委員会が認めた場合。 
２．演題および抄録締切日 
  ２０２３年９月１３日（金）必着 
３、申込先 
  大会事務局 七沢歯科医院内 
        関東甲信越歯科医療管理学会総会・第２９回学術大会事務局 

 〒400-0822 山梨県甲府市里吉４－８－３５ 七沢歯科医院 
        TEL ：055-232-1811       FAX ： 055-235-3138 
        E-Mail : cdh86380@par.odn.ne.jp 
４．抄録書式  別紙 （裏面参照） 
 



別紙 『抄録書式』 
1、 「演題」「所属」「演者」と「抄録（400～800 字程度）」 
２、演題の採否および発表順についてはご一任下さい。 
３、演者が２名以上の場合は口演者に○印を付けて下さい。 
４、演者の所属が異なる場合は氏名の後に番号を付けて区別して下さい。 
５、口演 7 分、質疑応答１分を予定。 
注：特記事項・諸般の事情で開催方法の変更もあることをご了承ください。 



一般口演演題抄録登録用紙(第 29 回関東甲信越歯科医療管理学会学術大会) 
演題番号（記入しないで下さい） 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
索引用語：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

目的：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○． 
対象と方法：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○． 
結果：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○． 
考察：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○． 
結論：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○． 
文献：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○． 



一般口演演題抄録登録用紙（関東甲信越歯科医療管理学会第 29 回学術大会） 

発表者の頭に 
〇を付ける 

本文 9pt 
明朝体． 
見出しは 
ゴシック体 
文献番号は 
上付き文字 

演題番号（記入しないで下さい） 

○○○○と○○○○○の○○○に関する研究 
―○○○に対する○○― ←タイトル 11pt ゴシック体．副題は改行 

 

○岡山一朗，倉敷花子 1），瀬戸春美 2），備前高夫 3） ←氏名・所属 10pt 明朝体．姓，名が一字の場合は一字空け 

○○大学歯学部○○講座，1）○○歯科医院（岡山県倉敷市），2）○○研究会（岡山市），3）○○○大学○○○研究科 

索引用語：○○予防法，○○○調査，○○○法 ←索引用語入れる（3～5語）．10pt 明朝体 

目的：○○○が○○○○○の○○○予防に○○であ

ることは広く知られている 1）．○○○を○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○2）．本研究で

は，○○○を対象に，○○○○○○○○と○○○○

○○○の○○○○○○について○○○法で○○○

することを目的とした． 

対象と方法：実験は，○○○○年から○○○○年の

間に○○市内の○○○○に○○○している○○○

を対象に，○○年間行われた．○○○○○○○○○

○．○○○○○○○の比較には，○○○の○○○法

で，○○○○○○○の比較には，○○○の○○○の

○○○検定法を用いた． 

結果：分析対象となった○○○は，○○のような分

布となった．○○○○○○○○○○○．しかし，実

験期間中の○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○のため，B 群と C 軍の間で

差はみられてなかった． 

考察：○○○と○○○の併用により○○○予防効 

果が認められた．○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○であったことや，○○

が○○であったことによるものと考察できる．○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○． 

結論：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○と○○については実験期間中の

○○○○○予防効果の差はみられなかった．○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○．○○○○． 

文献：1）大塚博壽，増田勝美，大西陽一郎：歯科医

療管理学の範疇を求めて―特に過去 10 年間・1,569

編の文献の示す意義について―，日歯医療管理誌，

24:79～83，1990.  2）Garner，L.D.: Tongue 

posture in normal occlusions，L.D. Res.，41 : 

771～778，1962.

 

書体（フォント）は MS 明朝，MS ゴシックで統一.カタカナは全角，アルファベットおよび数字は半角． 
25 字×15 行×二段組を目安とし，750 文字以内に収まるようにする．この用紙より超過しないようにする 
 

共同発表者の所属を区別した 
いときは発表者の所属を異に 
する共同発表者の右肩に，所 
属機関には左肩に番号を付け 
る．番号は上付き文字 

句読点は 
ピリオド 
「． 」 
コンマ 
「， 」 
に統一 

文献は 
続けて 
書く 


